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第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会 
滋賀県開催準備委員会 第９回総会 次第 

       
日 時：令和３年８月３日（火） 14：30～16：30 

                    場 所：大津プリンスホテル２階 
「コンベンションホール淡海」 

 
１ 開会 
 
 
２ 国歌清聴 

 
 
３ 県民の歌清聴 

 
 
４ あいさつ 

 
 
５ 報告事項 

（１）役員、委員等の変更 

（２）第９回常任委員会における決定事項 
（３）第10回常任委員会における決定（予定）事項 
  
 

６ 審議事項 

（１）第１号議案 関連規定等の改正（案） 

（２）第２号議案 令和２年度事業報告（案） 

（３）第３号議案 令和２年度収支補正予算（会長専決処分） 

（４）第４号議案 令和２年度収支決算（案）                

（５）第５号議案 令和３年度事業計画（案） 

（６）第６号議案 令和３年度暫定収支予算（会長専決処分） 
（７）第７号議案 令和３年度収支予算（案） 
 
 
７ イメージソング完成披露 

 
 
８ 閉会 
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関連規程等の改正（案） 
 

 第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会滋賀県開催準備委員会の

関連規程等を次のとおり改正する。 

 

１ 改正の内容 

  別紙のとおり 

 

２ 改正の理由 

  令和２年に開催予定であった「第75回国民体育大会・第20回全国障害者スポーツ

大会」の開催延期に伴い、「第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ

大会」の開催年が令和６年（2024年）から令和７年（2025年）に変更されたため。 

   

３ 施行日 

  令和３年８月３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９回総会 第１号議案 



改正前 改正後

題名（省略） 題名（省略）

題名（省略） 題名（省略）
１　基本方針 １　基本方針

　滋賀県は、我が国最大の湖である琵琶湖をはじめとする豊か
な自然環境や、古くから交通の要衝として栄えてきた歴史を有
するとともに、先人が人と人、人と自然のつながりの中で育ん
できた文化が今も脈々と息づいています。
　この地で令和６年(2024年)に開催する第79回国民スポーツ大
会および第24回全国障害者スポーツ大会は、次代を担う人育て
や、活力に満ちた真心通い合う郷土づくり、全国から滋賀を訪
れる多くの人との交流の絶好の機会として、年齢、性別、障害
のあるなしを問わず、県民の皆さんの総参加により、夢や感
動、連帯感を共有できる大会とすることを目指します。
　大会の開催を契機として、県民の皆さんがより一層身近にス
ポーツを楽しむことのできる環境をつくり、健康・体力の保持
増進と競技力の向上を図るとともに、障害に対する理解を深
め、障害のある人の社会参加を進めます。
　併せて、福祉、教育、観光および経済への総合的かつ複合的
な効果を通して、ふるさと滋賀の活力を更に高め、将来にわた
り持続可能な共生社会の実現につなげてまいります。

　滋賀県は、我が国最大の湖である琵琶湖をはじめとする豊か
な自然環境や、古くから交通の要衝として栄えてきた歴史を有
するとともに、先人が人と人、人と自然のつながりの中で育ん
できた文化が今も脈々と息づいています。
　この地で令和７年(2025年)に開催する第79回国民スポーツ大
会および第24回全国障害者スポーツ大会は、次代を担う人育て
や、活力に満ちた真心通い合う郷土づくり、全国から滋賀を訪
れる多くの人との交流の絶好の機会として、年齢、性別、障害
のあるなしを問わず、県民の皆さんの総参加により、夢や感
動、連帯感を共有できる大会とすることを目指します。
　大会の開催を契機として、県民の皆さんがより一層身近にス
ポーツを楽しむことのできる環境をつくり、健康・体力の保持
増進と競技力の向上を図るとともに、障害に対する理解を深
め、障害のある人の社会参加を進めます。
　併せて、福祉、教育、観光および経済への総合的かつ複合的
な効果を通して、ふるさと滋賀の活力を更に高め、将来にわた
り持続可能な共生社会の実現につなげてまいります。

２　実施目標 ２　実施目標
　（１）～（６）（略） 　（１）～（６）（略）

第79回国民スポーツ大
会・第24回全国障害者ス
ポーツ大会開催基本方針
改正（案）

【改正の概要】
・開催年を変更

第79回国民スポーツ大
会・第24回全国障害者ス
ポーツ大会滋賀県開催準
備委員会会則改正（案）

【改正の概要】
・開催年を変更

第１条　（略）
第２条　開催準備委員会は、令和６年（2024年）の第79回国民
　スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会（以下「両大
　会」という。）を滋賀県において開催するため必要な準備を
　行うことを目的とする。
第３条～第21条　（略）

第１条　（略）
第２条　開催準備委員会は、令和７年（2025年）の第79回国民
　スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会（以下「両大
　会」という。）を滋賀県において開催するため必要な準備を
　行うことを目的とする。
第３条～第21条　（略）

別紙



改正前 改正後

題名（省略） 題名（省略）

題名（省略） 題名（省略）第79回国民スポーツ大
会・第24回全国障害者ス
ポーツ大会募金推進計画
改正（案）

【改正の概要】
　全体スケジュールを変
更
　・開催延期に伴い、全体
　　スケジュールを令和７
　　年度まで延長
　・令和２年度に「開催内
　　定」を追加

　・令和３年度以降の予定
　　は１年延期

第79回国民スポーツ大
会・第24回全国障害者ス
ポーツ大会募金推進要綱
改正（案）

【改正の概要】
・開催年を変更

（趣旨）
第１条　この要綱は、令和６年(2024年)の第79回国民スポーツ
　大会および第24回全国障害者スポーツ大会（以下「両大会」
　と総称する。）を滋賀県で開催するにあたり、県民総参加で
　つくる大会に向けて、開催に係る機運の醸成や大会の周知、
　大会の円滑な運営を図るために行う寄附金の募集（以下「募
　金」という。）について、必要な事項を定める。
第２条～第９条　（省略）

（趣旨）
第１条　この要綱は、令和７年(2025年)の第79回国民スポーツ
　大会および第24回全国障害者スポーツ大会（以下「両大会」
　と総称する。）を滋賀県で開催するにあたり、県民総参加で
　つくる大会に向けて、開催に係る機運の醸成や大会の周知、
　大会の円滑な運営を図るために行う寄附金の募集（以下「募
　金」という。）について、必要な事項を定める。
第２条～第９条　（省略）



改正前 改正後

（前頁の続き）



第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会 

滋賀県開催準備委員会会則改正（案） 

 

   第１章 総則 

 （名称） 

第１条 本会は、第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会

滋賀県開催準備委員会（以下「開催準備委員会」という。）と称する。 

 （目的） 

第２条 開催準備委員会は、令和７年（2025 年）の第 79 回国民スポーツ大会・

第 24 回全国障害者スポーツ大会（以下「両大会」という。）を滋賀県におい

て開催するため必要な準備を行うことを目的とする。 

 （事業） 

第３条 開催準備委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行

う。 

 (1) 両大会開催に必要な方針および計画の策定 

 (2) 両大会における実施競技および会場地の選定 

 (3) 両大会開催に必要な施設・設備の整備計画の策定 

 (4) 両大会開催準備に必要な業務および経費の決定 

 (5)  両大会開催準備に関係のある機関・団体との連絡調整 

 (6)  その他両大会開催準備に必要な事業 

 

   第２章 組織 

  （組織） 

第４条 開催準備委員会は、会長および次に掲げる者のうちから会長が委嘱し

た者（以下「委員」という。）をもって組織する。 

 (1) 県ならびに市町の代表者および職員 

 (2) 県および市町の議会の議員 

 (3) 両大会開催準備に関係のある機関・団体の代表者および役職員 

 (4) その他両大会開催準備に関係のある者 

２ 会長および委員は、無報酬とする。 

  （役員） 

第５条 開催準備委員会に次の役員を置く。 

 (1) 会長   １名 

 (2) 副会長  10 名以内 



 (3) 常任委員 80 名以内 

 (4) 監事   ３名以内 

  （役員の選任） 

第６条 会長は、滋賀県知事をもって充てる。 

２ 副会長および常任委員は、総会において委員のうちから選任する。 

３ 監事は、総会の承認を得て会長が委嘱する。 

４ 副会長、常任委員および監事は、無報酬とする。 

  （役員の職務） 

第７条 会長は、開催準備委員会を代表し、会務を総理する。ただし、会長が代

表者である法人その他の団体との契約その他の法律行為（民事上のものに限

る。）については、あらかじめ会長が定めた副会長が開催準備委員会を代表す

る｡ 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、または会長が欠けたとき

は、あらかじめ会長が定めた順序でその職務を行う。 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第 12 条第６項に掲げる事項について審

議する。 

４ 監事は、開催準備委員会の財務を監査する。 

  （任期） 

第８条 委員および監事の任期は、委嘱された日から開催準備委員会の目的が

達成されたときまでとする。ただし、委員および監事が就任時の所属機関・団

体の役職を離れたときは、その委員および監事は辞任したものとみなし、その

後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 会長は、前項の規定により委員および監事の変更があったときは、その内容

を次の総会において報告しなければならない。 

３ 前２項の規定は、副会長および常任委員の任期について準用する。この場合

において、これらの規定中「委員および監事」とあるのは「副会長および常任

委員」と、第１項中「委嘱された日」とあるのは「選任された日」と読み替え

るものとする。 

  （顧問および参与） 

第９条 開催準備委員会に顧問および参与を置くことができる。 

２ 顧問および参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会長の諮問に応じ助言する。 

４ 参与は、開催準備委員会の業務のうち重要な事項に参与する。 

５ 顧問および参与は、無報酬とする。 

６ 前条第１項および第２項の規定は、顧問および参与の任期について準用す

る。この場合において、これらの規定中「委員および監事」とあるのは、「顧



問および参与」と読み替えるものとする。 

 

   第３章 会議等 

  （会議の種類） 

第 10 条 開催準備委員会に次の会議を置く。 

 (1) 総会 

 (2) 常任委員会 

 (3)  専門委員会 

２ 開催準備委員会に特別委員会を置くことができる。 

  （総会） 

第 11 条 総会は、会長および委員をもって構成する。 

２ 総会は、会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長または会長が指名した者がこれに当たる。 

４ 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

 (1) 両大会開催の基本方針に関すること。 

 (2) 会則の制定および改廃に関すること。 

 (3) 事業計画および事業報告に関すること。 

 (4) 収支予算および収支決算に関すること。 

 (5) 常任委員会に委任する事項に関すること。 

 (6) 特別委員会の設置に関すること。 

 (7) その他開催準備委員会の運営に係る重要な事項に関すること。 

５ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することはできない。 

６ 総会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

７ 総会に出席することができない委員は、代理人によって議決権を行使し、ま

たは書面で議決に加わることができる。この場合において、当該委員は、出席

したものとみなす。 
８ 会長は、必要があると認めるときは、委員に、事前に送付した議案に対し書

面をもって表決を求め、その結果を総会の議決に代えることができる。 

  （常任委員会） 

第 12 条 常任委員会は、会長、副会長および常任委員をもって構成する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 副委員長は、副会長をもって充てる。 

４ 常任委員会は、委員長が招集する。 

５ 常任委員会の議長は、委員長または委員長が指名した者がこれに当たる。 

６ 常任委員会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 



 (1) 総会から委任された事項に関すること。 

 (2) 専門委員会の設置および専門委員会に付託または委任する事項に関する

こと。 

 (3) 総会を招集する時間的余裕がない緊急の事項に関すること。   
 (4) その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

７ 常任委員会は、前項の規定により審議し、決定した内容を次の総会に報告し

なければならない。 

８ 前条第５項から第８項までの規定は、常任委員会において準用する。この場

合において、これらの規定中「総会」とあるのは「常任委員会」と、「委員」

とあるのは「副会長および常任委員」と読み替えるものとする。 

 （専門委員会） 

第 13 条 専門委員会は、会長が委嘱した専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から付託された事項を調査、審議し、または委任

された事項を決定し、その結果を常任委員会に報告しなければならない。 

３ 第８条第１項の規定は、専門委員の任期について準用する。この場合におい

て、同項中「委員および監事」とあるのは「専門委員」と、「開催準備委員会」

とあるのは「専門委員会」と読み替えるものとする。 

４ 前３条に定めるもののほか、専門委員会に関し必要な事項は、常任委員会に

諮り、会長が別に定める。 

 （特別委員会） 

第 14 条 特別委員会は、第２条に規定する目的を達成するため、特定の事項に

ついて調査し、審議を行う。 

２ 特別委員会に関し必要な事項は、総会に諮り、会長が別に定める。 

 

   第４章 専決処分 

 （会長の専決処分） 

第 15 条 会長は、特に緊急を要するため総会および常任委員会（以下「総会等」

という。）を招集する時間的余裕がないと認めるとき、または総会等の権限に

属する事項で軽易なものについては、これを専決処分することができる。   
２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等において

報告し、その承認を得なければならない。 

 

   第５章 事務局 

 （事務局） 

第 16 条 開催準備委員会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 



   第６章 会計 

 （経費） 

第17条 開催準備委員会の経費は、負担金およびその他の収入をもって充てる。 

  （収支予算および収支決算） 

第 18 条 開催準備委員会の収支予算は、総会の議決を経なければならない。 

２ 開催準備委員会の収支決算は、監事の監査を経て、総会の承認を得なければ

ならない。 

  （会計年度） 

第 19 条 開催準備委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31 日

に終わる。 

２ 開催準備委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

   第７章 雑則 

 （委任） 

第 20 条 この会則に定めるもののほか、開催準備委員会の運営に関し必要な事

項は、会長が別に定める。 

 （解散） 

第 21 条 開催準備委員会は、第２条に規定する目的が達成されたときは、総会

の議決を経て解散する。 

２ 開催準備委員会が解散するときに有する残余財産は、総会の議決を経て処

分する。 

 

   附 則 

１ この会則は、平成 25 年 10 月 31 日から施行する。 

２ 開催準備委員会の設立当初の会計年度は、第 19 条第１項の規定にかかわら

ず、この会則の施行の日から平成 26 年３月 31 日までとする。 

   附 則 

 この会則は、平成 26 年５月 26 日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、平成 27 年８月 31 日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、令和元年５月 17 日から施行する。 
附 則 

 この会則は、令和２年５月１日から施行する。 

附 則 

 この会則は、令和３年８月３日から施行する。 



 

 

 

 

第７９回国民スポーツ大会・第２４回全国障害者スポーツ大会 

開催基本方針改正（案） 

 

１ 基本方針 

 滋賀県は、我が国最大の湖である琵琶湖をはじめとする豊かな自然環境や、古く

から交通の要衝として栄えてきた歴史を有するとともに、先人が人と人、人と自然

のつながりの中で育んできた文化が今も脈々と息づいています。 

 この地で令和７年(2025年)に開催する第79回国民スポーツ大会および第24回全

国障害者スポーツ大会は、次代を担う人育てや、活力に満ちた真心通い合う郷土づ

くり、全国から滋賀を訪れる多くの人との交流の絶好の機会として、年齢、性別、

障害のあるなしを問わず、県民の皆さんの総参加により、夢や感動、連帯感を共有

できる大会とすることを目指します。 

 大会の開催を契機として、県民の皆さんがより一層身近にスポーツを楽しむこと

のできる環境をつくり、健康・体力の保持増進と競技力の向上を図るとともに、障

害に対する理解を深め、障害のある人の社会参加を進めます。 

 併せて、福祉、教育、観光および経済への総合的かつ複合的な効果を通して、ふ

るさと滋賀の活力を更に高め、将来にわたり持続可能な共生社会の実現につなげて

まいります。 

 

 

２ 実施目標 

（１） 滋賀をスポーツで元気にする大会 

 県民の皆さんが日常的にスポーツを「する」「みる」「支える」ことのできる環

境づくりに取り組むとともに、生涯にわたり心身ともに健康で活力ある生活を送る

ことができるよう、健康づくりへの関心を高め、行動につなげるきっかけとします。 

 

（２） 滋賀の若者や女性が主体的に関わる大会 

 若者や女性の、大会に向けた準備や大会運営への主体的な参画を図るとともに、

心身ともにたくましく思いやりの心を持った子どもの育ちや、女性がより一層スポ

ーツに親しむことのできる環境づくりにつなげます。 



（３） 県民総参加でつくり、「滋賀の力」を伸ばす大会 

 県、市町をはじめ、関係機関・団体、大学や企業との緊密な連携のもと、多様な

人、多様な主体との協働を通じた創意工夫による大会準備・運営を行うとともに、

滋賀の持つ「人の力」「地と知の力」を伸ばします。 

 

（４） 滋賀の魅力を再発見し、地域の活性化やビジネスにつなげる大会 

 環境へのこだわりや歴史・文化・自然など多様な滋賀の魅力を県民自らが見つめ

なおし、全国に発信するとともに、大会準備や運営、「おもてなし」の経験をもと

に、将来につながるビジネスへの展開など、地域経済の活性化を図ります。 

 

（５） 滋賀の子が、滋賀で育ち、滋賀で活躍する大会 

 大会を契機として、滋賀の地で選手が育ち、その選手が指導者となって次の世代

を育てるなど、滋賀のスポーツの発展を支える好循環の形成に努めるとともに、次

代を担う子どもが夢を育み、実現することのできる環境づくりを目指します。 

 

（６） 滋賀の未来に負担を残さない大会 

 既存施設の有効活用や、大会運営の簡素化・効率化を徹底するとともに、施設整

備が必要な場合は、環境に最大限配慮し、大会終了後の持続的な活用が可能で、か

つ、防災等多目的に使用できる、誰もが使いやすい施設としての整備を目指します。 

 

（７）すべての人がともに支え合う滋賀を目指す大会 

 障害のある人が主体的に大会に参画することや、障害の程度にかかわらず日常的

にスポーツに親しむ環境を整えることで自己実現の機会を拡げるとともに、障害の

ある人もない人もみんなでスポーツを楽しむことを通じて、人と人との絆を育み、

障害への理解を深め、ともに支え合う社会を築きます。 

 



 

 

 

 

 

第 79 回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会 

募金推進要綱改正（案） 
 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、令和７年（2025年）の第79回国民スポーツ大会および第24回全国

障害者スポーツ大会（以下「両大会」と総称する。）を滋賀県で開催するにあたり、

県民総参加でつくる大会に向けて、開催に係る機運の醸成や大会の周知、大会の円滑

な運営を図るために行う寄附金の募集（以下「募金」という。）について、必要な事

項を定める。 

 

（推進） 

第２条 募金は、第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会滋賀県開催

準備委員会（以下「開催準備委員会」という。）が推進する。 

２ 開催準備委員会の構成員は、連携協力して募金の推進にあたるものとする。 

３ 開催準備委員会は、募金を推進するための計画を策定するものとする。 

４ 前項の計画は、進捗状況等を踏まえ、必要に応じ見直すものとする。 

 

（名称等） 

第３条 募金は、「第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会募金」と

いう名称を用いて行うものとする。 

２ 募金は、前項の名称のほか、必要に応じ愛称を用いて行うことができる。 

 

（対象） 

第４条 募金は、滋賀県内外の個人および企業・団体を対象として行うものとする。 

 

（期間） 

第５条 募金の期間は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 第７条第１号に掲げる経費のための募金 開催準備委員会の総会の議決により

定める日から両大会最終日まで 

(2)  第７条第２号に掲げる経費のための募金 平成29年７月31日から両大会最終日ま

で 

(3)  第７条第３号および第４号に掲げる経費のための募金 平成27年８月31日から開

催準備委員会の総会の議決により定める日まで 

 

 

 



 

 

（受入れ） 

第６条 募金による寄附金は、滋賀県が受け入れ、滋賀県国民スポーツ大会・全国障害

者スポーツ大会運営等基金に積立てるものとする。 

 

（使途） 

第７条 滋賀県は、前項の規定により受け入れた寄附金を第５条各号の募金の期間に応

じ、次の各号に掲げる経費の財源に充てるものとする。 

(1)  両大会運営に要する経費 

(2)  両大会の広報に要する経費 

(3) 両大会に向けたスポーツ選手の発掘、育成および強化に要する経費 

(4)  両大会に向けたスポーツ施設の整備に要する経費 

 

（謝意表明） 

第８条 寄附者に対しては、開催準備委員会会長が別に定めるところにより、謝意を表

明する。 

 

（雑則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、募金の推進に関し必要な事項は、開催準備委員

会会長が定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成27年８月31日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成29年７月31日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和元年５月17日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和３年８月３日から施行する。 

 



 

 

 

 

第 79 回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会 

募金推進計画改正（案） 

 

 第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会募金推進要綱（以下「要

綱」という。）第２条第３項の規定に基づき、寄附を通じた第79回国民スポーツ大

会および第24回全国障害者スポーツ大会（以下「両大会」と総称する。）への参加

を促進するため、次のとおり計画的かつ戦略的に募金を推進するものとする。 

 

１．推進体制 

  開催準備委員会の構成員は、各々の会員や加盟団体等に募金の周知を図るとともに、

寄附の呼びかけを行うものとする。また、募金に係る広報活動等の取組についても連携

協力して行うものとする。 

 

２．推進に向けた視点 

  次の３つの視点に基づき、取組を推進する。 

(1)「寄附したいと思っていただくための工夫」 

滋賀や両大会を応援したいという思いの醸成を図る。 

(2)「気軽に寄附していただくための工夫」 

寄附しようと思った時に、気軽に寄附できる環境を整備する。 

(3)「活動を持続させるための工夫」 

長期間にわたる募金を持続させるために必要な工夫を行う。 

 
３．具体的な取組 

(1)様々な募金活動の展開 

 ア 個人 

・ 県内の方をはじめとして、県外在住の滋賀ゆかりの方にも寄附を呼びかける。 

・ 両大会記念物品等の購入を通じた寄附を呼びかける。 

・ 公共施設や民間施設に募金箱を設置する。また、募金箱については、スポーツイ

ベントをはじめとする各種イベント時にも設置するなど寄附機会の拡大を図る。 

・ 駅や商業施設等において、街頭募金を原則として年に１回実施する。 

・ 上記のほか、必要となる取組を実施する。 

 



 イ 企業・団体 

・ 県内の企業・団体をはじめとして、県外の滋賀ゆかりの企業・団体についても直

接訪問するなどにより寄附を依頼する。また、県内に事業所等があり県外に本社が

ある企業については、必要に応じ本社を訪問して寄附を依頼する。 

・ 寄附については、通常の寄附のほか、寄附付き商品の販売、主催イベントの参加

料や運営する施設の利用料に寄附を含める方法などについても協力を依頼する。 

・ 職場募金への配慮を依頼する。 

・ マスコットキャラクターのグッズ販売等について協力を依頼する。 

・ 上記のほか、必要となる取組を実施する。 

 

(2)戦略的な広報活動の展開 

・ インターネット、リーフレット、広報誌、屋外広告物等の多種多様な媒体を活用

して戦略的に広報を行う。また、必要に応じ両大会開催のプレイベント等との連携

を図る。 

・ 広報にあたっては、選手の動向や思いを発信するなどにより、募金の趣旨に共感

してもらうための工夫をする。 

・ 寄附について税の優遇措置があることを周知する。 

 

(3)学校との連携協力 

・ 県内の大学をはじめとした各種学校と連携協力し、若い世代による募金を含む両

大会全般を盛り上げる取組を実施する。（例：募金箱コンクール、広報物のデザイ

ンコンテスト、募金アイデアコンペ等） 

   

(4)滋賀ゆかりの著名人やトップアスリートへの協力依頼 

・ 各種広報活動やイベントへの出席等について協力を依頼する。 

・ グッズ等の「モノ」のほか、一緒に何かをする権利等の「コト」の提供について

も協力を依頼する。 

 

(5)寄附への謝意表明 

・ 礼状の送付その他の方法で謝意を表明する。 

・ 同意がある場合は、インターネットや開催準備委員会の総会等を通じ、氏名ま

たは名称を公表し、その厚意を讃える。 

 

(6)結果のフィードバック 

・ 寄附金を充当した事業の実績や成果について、レポートを作成しインターネット

等を通じ公表することなどにより、寄附者に報告する。 



(7)様々な支払手段の設定 

・ 募金専用納付書の作成や、募金箱の設置、クレジットカードによる寄附、その他

インターネットを活用した寄附など様々な支払手段を設定し、手軽に、かつ気軽に

寄附できるための環境整備を図る。 

 

(8)メリハリをつけた推進 

・ 週単位または月単位の取組集中期間を設ける。 

・ 取組の開始時期をあえてずらしたり、進捗状況等を踏まえて刺激となる新たな取

組を追加するなどにより息切れを防ぐ。 

 

４．推進計画の進行管理 

  推進計画については、取組の進捗状況等を「募金・協賛推進特別委員会」にお

いて毎年検証するとともに、要綱第２条第４項の規定に基づき、必要があるとき

は、開催準備委員会の総会の議決を経て変更する。 



○募金の期間
H27

(2015）
H28

(2016）
H29

(2017）
H30

(2018）
R1

(2019）
R2

(2020）
R3

(2021）
R4

(2022）
R5

(2023）
R6

(2024）
10年前 9年前 8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前 1年前

開催内定 開催内定 開催決定 ﾘﾊｰｻﾙ大会

大 会 運 営

選 手 の 発 掘 ・ 育 成 ・ 強 化

施 設 整 備

○具体的な取組
H27

(2015）
H28

(2016）
H29

(2017）
H30

(2018）
R1

(2019）
R2

(2020）
R3

(2021）
R4

(2022）
R5

(2023）
R6

(2024）
10年前 9年前 8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前 1年前

開催内定 開催内定 開催決定 ﾘﾊｰｻﾙ大会

個  人

寄附の呼びかけ

募金箱の設置

街頭募金の実施

H27
(2015）

H28
(2016）

H29
(2017）

H30
(2018）

R1
(2019）

R2
(2020）

R3
(2021）

R4
(2022）

R5
(2023）

R6
(2024）

10年前 9年前 8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前 1年前

開催内定 開催内定 開催決定 ﾘﾊｰｻﾙ大会

企業・団体

寄附の呼びかけ

寄附付き商品の販売、イ
ベント参加料や施設利用
料に寄附を含む方法など
への協力依頼

マスコットグッズ販売の協
力依頼

（様々な募金活動の展開）

戦略的な広報活動の展開

学校との連携

滋賀ゆかりの著名人やトップアス
リートへの協力依頼

様々な募金活動の展開

R7
(2025）

-

開催

スタート・ダッシュ キープ スパート

【参考】　企業協賛

R7
(2025）

-

開催

スタート・ダッシュ キープ スパート

全 体 ス ケ ジ ュ ー ル

R7
(2025）

-

開催

使
途

公共・民間施設に設置（+イベント時）
徐々に拡大 （+イベント時）

県内どこでも見かけるように設置
（+イベント時)

ぬいぐるみなどのグッズ
の販売を依頼

県内の企業・団体や滋賀にゆかりを持つ県外の企業・団体に対し、直接訪問や依頼状送付などにより寄附を依頼
県内に本社がない企業については、必要に応じ本社を訪問するなどにより寄附を依頼

インターネット、リーフレット、広報誌、屋外広告物など多種多様な媒体により戦略的に広報を行う

小学生による募金箱コンクール

広報物デザインコンテスト、募金アイデアコンペなど

直接訪問により協力を依頼

グッズの種類や、協力企業数の拡
大を目指して協力依頼

直接訪問等により協力依頼
対象商品、イベント、施設の拡大を目指して協力依頼 さらなる拡大を目指して協力依頼

インターネット、リーフレット、広報誌等の多種多様な媒体を活用して寄附を呼びかけ（記念品等の購入による寄附含む）

内定イベント
との連携

決定イベント
との連携

１年前イベント

との連携

開催イベン

ト

（終期未定）

（終期未定）

（始期未定）

さらなる拡大を目指して協力を依頼

関係機関等

と調整

開催決定イベント 開催直前イベント開催内定イベント



 

令和２年度事業報告(案) 

 

１ 各種会議の開催 

   総会、常任委員会、専門委員会および特別委員会を開催し、各種基本方針や計 

画等の審議を行った。 

 

（１）総会(１回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第８回 令和２年７月１日(水) 

※書面開催 

 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 滋賀県開催

準備委員会会則改正（会長専決処分） 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 滋賀県開催

準備委員会募金・協賛推進特別委員

会設置規定改正（会長専決処分）  

○令和元年度事業報告(案)  

○令和元年度収支決算(案) 

○令和元年度収支補正予算 

(会長専決処分) 

○令和２年度事業計画(案) 

○令和２年度収支予算(案) 

○令和２年度度暫定収支予算 

(会長専決処分) 

 

（２）常任委員会(２回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第８回 令和２年７月１日(水) 

※書面開催 

 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 滋賀県開催

準備委員会 専門委員会設置規程改

正（会長専決処分）  

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 開催準備総

合計画改正（案）  

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

第９回総会 第２号議案 



国障害者スポーツ大会 会期（案）  

○第79回国民スポーツ大会 正式競技

会場地市町第六次内定（案）  

○第79回国民スポーツ大会 正式競技

開催予定施設変更（案）  

○第79回国民スポーツ大会 正式競技

種別の変更（案） 

○第79回国民スポーツ大会 公開競技

会場地市町第二次内定（案） 

○第79回国民スポーツ大会 デモンス

トレーションスポーツ実施競技選択

および会場地市町第一次内定（案） 

○第79回国民スポーツ大会 競技施設

整備計画（第2次）（案） 

○第24回全国障害者スポーツ大会 会

場地市町第二次内定（案） 

○第24回全国障害者スポーツ大会 オ

ープン競技実施競技選択および会場

地市町第一次内定（案） 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 文化プログ

ラム実施基本方針（案）  

○第79回国民スポーツ大会 記録業務

基本方針（案）  

○第79回国民スポーツ大会 競技別リ

ハーサル大会開催基準要項（案）  

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 手話・要約

筆記ボランティア養成基本方針（案） 

○第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回

全国障害者スポーツ大会 警備・消防

防災基本方針（案） 



 

第９回 令和３年３月22日(月) 

11:00～11:30 

(滋賀県庁東館７階大会議

室) 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 開催準備総

合計画改正（案）  

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 開催基本構

想改正（案）  

○関連方針等の改正（案）  

○第79回国民スポーツ大会 正式競技

会場地市町第七次内定（案）  

○第79回国民スポーツ大会 正式競技

開催予定施設変更（案）  

○第79回国民スポーツ大会 デモンス

トレーションスポーツ実施競技選択

および会場地市町第二次内定（案）  

○第24回全国障害者スポーツ大会 正

式競技会場地市町第三次内定（案）  

○第24回全国障害者スポーツ大会 正

式競技開催予定施設変更（案）  

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 文化プログ

ラム実施基本計画（案）  

○第79回国民スポーツ大会 記録業務

基本計画（案）  

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 式典基本方

針（案）  

 

（３）専門委員会 

 

① 総務企画専門委員会(３回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第12回 令和２年５月26日（火） 

※書面開催 

〇第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回

全国障害者スポーツ大会開催準備総

合計画改正（案） 



〇第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回

全国障害者スポーツ大会 会期（案） 

〇第 79回国民スポーツ大会・第24回

全国障害者スポーツ大会文化プログ

ラム実施基本方針（案） 

〇第79回国民スポーツ大会 正式競技 

会場地市町第六次内定（案） 

〇第79回国民スポーツ大会 正式競技 

開催予定施設変更（案） 

〇第79回国民スポーツ大会 正式競技 

種別の変更（案） 

〇第79回国民スポーツ大会 公開競技 

会場地市町第二次内定（案） 

〇第79回国民スポーツ大会 デモンス

トレーションスポーツ実施競技選択

および会場地市町第一次内定（案） 

〇第24回全国障害者スポーツ大会 会

場地市町第二次内定（案） 

〇第24回全国障害者スポーツ大会 オ

ープン競技 実施競技選択および会

場地市町第一次内定（案） 

〇第79回国民スポーツ大会 競技施設

整備計画（第２次）（案） 

第13回 令和３年１月20日（水） 

15:00～16:00 

(滋賀県危機管理センター

会議室１) 

〇第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回

全国障害者スポーツ大会開催準備総

合計画改正（案） 

〇第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回

全国障害者スポーツ大会開催基本構

想改正（案） 

〇第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回

全国障害者スポーツ大会文化プログ

ラム実施基本方針改正（案）および

実施基本計画（案） 

〇第79回国民スポーツ大会 正式競技 



 

開催予定施設変更（案） 

〇第79回国民スポーツ大会 デモンス

トレーションスポーツ実施競技選択

および会場地市町第二次内定（案） 

〇第79回国民スポーツ大会 競技施設

基準改正（案） 

〇第24回全国障害者スポーツ大会 開

催予定施設変更（案） 

第14回 令和３年３月２日（火） 

※書面開催 

〇第79回国民スポーツ大会 正式競技 

会場地市町第七次内定（案） 

〇第24回全国障害者スポーツ大会 会

場地市町第三次内定（案） 

〇第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回

全国障害者スポーツ大会開催準備総

合計画改正（案） 

 

② 広報・県民運動専門委員会(４回＋部会1回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第17回 令和２年５月11日（月） 

書面開催 

〇令和２年度取組計画（案） 

○県民運動アクションプログラム（案） 

第18回 令和２年６月18日(木) 

10:00～11:30 

(滋賀県大津合同庁舎７－D

会議室) 

〇イメージソング・ダンスの制作について 

〇部会設置要綱（案） 

第19回 令和２年12月24日(木) 

10:00～11:00 

(滋賀県庁東館７階大会議

室) 

〇開催延期に伴う計画等の改正（案） 

〇花いっぱい運動の推奨花の選定（案） 

第20回 令和３年３月23日（火）

10:00～11:30 

(滋賀県大津合同庁舎７－D

会議室) 

〇令和３年度取組計画（案） 

〇イメージソング（案） 



推奨花

選定部

会 

 

令和２年10月27日(火) 

15:00～16:30 

(滋賀県庁北新館5－C会議

室) 

〇推奨花選定部会会議公開要領（案） 

〇推奨花の選定基準（案） 

〇推奨花候補の選定 

 

③ 競技運営専門委員会(２回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第９回 令和２年５月12日（火） 

※書面開催、報告事項のみ 

○競技役員等養成事業の進捗について 

第10回 令和２年12月23日(水) 

14:00～15:30 

(滋賀県大津合同庁舎７－D

会議室) 

○第79回国民スポーツ大会記録業務基

本計画（案） 

○第79回国民スポーツ大会競技別リハ

ーサル大会開催基準要項（改正案） 

 

④ 宿泊・衛生専門委員会(1回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第４回 令和３年２月10日(水) 

※書面開催、報告事項のみ 

〇第79回国民スポーツ大会 第１次仮

配宿について 

 

⑤ 輸送・交通専門委員会(１回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第４回 令和３年２月10日（水） 

※書面開催、報告事項のみ 

〇第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 輸送・交通

総合調査について 

 

⑥ 式典・会場専門委員会(１回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第１回 令和２年８月６日（木） 

10:00～11:30 

(滋賀県大津合同庁舎7－B

会議室) 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 式典基本方

針（案） 

 

 

 

 



 

⑦ 警備・消防専門委員会(１回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第２回 令和３年２月10日（水） 

※書面開催、報告事項のみ 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会の開催延期に

伴う警備・消防業務スケジュールの

変更等について 

 

⑧ 全国障害者スポーツ大会専門委員会(１回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第10回 令和２年12月25日(金) 

10:00～11:40 

(滋賀県大津合同庁舎7－B

会議室) 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 手話・要約

筆記ボランティア養成基本方針改正

（案） 

 

（４）特別委員会 

① 募金・協賛推進特別委員会(２回) 

会議名 日時・場所 主な審議内容 

第９回 令和２年５月29日(金)  

※書面開催 

 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 募金に係る

令和２年度取組計画（案） 

第10回 令和３年３月25日(木) 

14:00～15:00 

(大津合同庁舎7－A会議室) 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 募金に係る

令和３年度取組計画（案） 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 募金推進要

綱改正（案） 

○第79回国民スポーツ大会・第24回全

国障害者スポーツ大会 募金推進計

画改正（案） 

 

② 子ども・若者参画特別委員会 

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、令和２年度の開催は見送った。 

 

 



２ 会場地の選定 

   国民スポーツ大会正式競技については、前年度に引き続き、内定に至っていな

い競技について、市町および競技団体、県外施設所有者に対してヒアリング・協

議等を行い、第８回常任委員会において３競技、第９回常任委員会において１競

技を内定した。 

   国民スポーツ大会公開競技については、「公開競技実施基本方針」に基づき、

市町および競技団体に対してヒアリング・協議等を行い、第８回常任委員会にお

いて２競技を内定し、7競技すべての会場地が内定した。 

   国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツについては、第８回常任委員

会において９競技を内定した。また、令和２年５月から10月までの間に実施競技

の第２次募集を行い、第９回常任委員会において10競技を内定した。 

   全国障害者スポーツ大会正式競技については、市町および競技団体に対してヒ

アリング・協議等を行い、第８回常任委員会において１競技、第９回常任委員会

において１競技を内定し、14競技すべての会場地が内定した。 

   全国障害者スポーツ大会オープン競技については、市町および実施希望団体に

対してヒアリング・協議等を行い、第８回常任委員会において３競技を内定した。 

 

３ 競技運営 

   「競技役員等養成基本計画」に基づき、両大会における審判員等の資格が必要

な競技役員について、競技団体毎に作成する養成計画に基づき実施される養成事

業に対する支援や、先催大会の視察など開催準備活動への支援を行った。 

【国民スポーツ大会の養成実績 (平成30年４月～令和３年３月)】 

 計画 ① 実績 ② 差引 ②－① 実績率 ②／① 

資格取得  668人   517人 

（ 287人） 

△ 151人 77.4％ 

（43.0％） 

資格維持 

資質向上 

3,874人  1,674人 

（ 824人） 

△ 2,200人 43.2％ 

（21.3％） 

※計画：平成30年度に実施した競技役員等に関する基礎調査の見直し後に基づく人数 

※（  ）内の数字は「競技役員等養成事業補助金」の活用による養成人数 

また、国民スポーツ大会にかかる「競技別会期調査（第１次）」、「競技別リ

ハーサル大会開催意向調査（第１次）」、「競技用具整備計画（第２次）調査（練

習会場除く）」を実施し、競技運営にかかる検討を進めた。 

    

 

 



 

４ 広報・県民運動の推進 

より多くの人に両大会を知っていただけるよう広報物品、メディア、屋外広告

など、両大会マスコットキャラクター・愛称・スローガンを活用した様々な広報

啓発活動を展開した。 

特に令和２年度は、両大会の開催年変更に対応するため、ポスター、チラシ、

啓発グッズを新たに作製し、県内の公共施設や鉄道の駅、郵便局など幅広く掲出

するとともに、様々なイベントに出向いて情報発信をするなど、１年延期の周知

に取り組んだ。 

また、開催に向けた機運醸成のためにイメージソングを制作した。 

 

５ 宿泊・衛生対策の推進 

   令和３年１月から、会場地市町と連携し、第１次仮配宿の業務に着手し、各市

町の宿泊施設の状況の把握、課題の検討を行った。宿泊・衛生専門委員会を令和

３年２月に開催し、両大会の開催年が１年延期となったことを踏まえ、宿泊・衛

生業務スケジュールを見直すとともに、令和３年１月から実施している第１次仮

配宿業務の概要について報告した。 

 

６ 輸送・交通対策の推進 

   今後の会場地市町における競技会場地の輸送・交通業務の推進のため、前年度

に策定した「会場地市町輸送交通業務指針」を具体化した「会場地市町輸送・交

通業務の手引き」を作成した。 

 

７ 式典・会場対策の推進 

   両大会の開・閉会式や炬火イベント等の式典の基本的な事項を定める「第 79

回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会 式典基本方針」を策定し

た。 

 

８ 警備・消防対策の推進 

   両大会の開催延期に伴う警備・消防業務スケジュールの変更等について議論し

た。 

 

９ 全国障害者スポーツ大会の特有の準備 

全国障害者スポーツ大会専門委員会において、他の専門委員会で策定する方

針・計画について、全国障害者スポーツ大会の観点で議論するとともに、「第79

回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会 手話・要約筆記ボランテ



ィア養成基本方針」を策定した。 

また、手話・要約筆記ボランティア養成事業を実施するとともに、競技会場バ

リアフリー調査を実施した（障害者団体など延べ123名の協力を得て、11会場を

調査）。  

さらに、全国障害者スポーツ大会における審判員等の必要な競技役員について、

競技運営主管団体が実施される養成事業に対して支援を行った。 

 

10 寄附金の募集 

前年度に引き続き、両大会に向けた寄附金の募集を実施し、イベント等での募

金活動、クラウドファンディングの手法を用いた寄附募集を実施した。また、募

金に係るインターネット広告を行った。 

【令和２年度 主な取組実績】 

（個人） 

・募金箱の設置（県内138ヵ所に設置（令和２年度末）） 

・イベント等での募金活動等 

・スマートフォン版WEBサイトによるインターネット広告の実施 

（企業・団体） 

・国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催周知と連動した寄附依頼 

・寄附者にメリットのあるメニューの提示 

 

【内訳】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄附の種類 件数 寄附金額 備  考 

個人 206件 1,168,500円 
うち、197件 

クラウドファンディング（着ぐるみ製作費） 

企業・団体 ９件 35,005,000円 
うち、１件 

クラウドファンディング（着ぐるみ製作費） 

イベント 22件 13.969円 イベント等での募金 

据置き募金箱 － 136,333円  

その他 ２件  79,915円 
びわ湖レイクサイドマラソン（チャリティーランナー

（＠500円））、他 

計 239件 36,403,717円 

（寄附目的） 
競技力向上       361,617円 
施設整備       35,011,600円 
広報（着ぐるみ製作費）1,030,500円 



 

【年度別の実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（寄附金を活用した事業展開） 

 ・次世代アスリート発掘育成プロジェクト 320千円 

・競技団体育成・強化対策事業 300千円 

・ターゲットエイジの重点強化事業 300千円 

・広報（着ぐるみ作成） 949千円 

 

11 子ども・若者による調査研究活動 

子ども・若者参画特別委員会(通称：ジュニア・ユースチーム)において、例年、

委員を募集し８月から３月に体験活動や意見交換を行っているが、新型コロナウ

イルス感染症の状況を踏まえ、令和２年度の活動は見送った。 

代わりにこれまでの委員経験者にアンケート調査を実施し、児童生徒の意見を

踏まえた啓発グッズづくりを行った。その一例として、手の消毒に関する意見を

踏まえ、オリジナルウェットティッシュを作製した。 

 

12 その他 

   先催県の開催準備状況に係る情報収集や、市町・競技団体への連絡調整や助言

等を行った。 

 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

件  数 ２件 10件 27件 112件 57件 

寄附金額 11,000千円 20,066千円 23,320千円 30,424千円 59,362千円 

年  度 令和元年度 令和２年度 計 

件  数 59件 239件 506件 

寄附金額 45,714千円 36,404千円 226,290千円 



１　収入の部
（単位：千円）

科　目
当初予算額

（A)
補正予算額

（B)
補正後予算額

（A＋B)
摘　　要

負 担 金 73,652 △ 12,564 61,088 滋賀県負担金

繰 越 金 848 0 848 前年度繰越金

合　計 74,500 △ 12,564 61,936

２　支出の部
（単位：千円）

科　目
当初予算額

（A)
補正予算額

（B)
補正後予算額

（A＋B)
摘　　要

事 業 費 63,133 △ 7,807 55,326

競技役員養成費、
ジュニアユース事業
費、視察員旅費、調
査委託料等の減

事 務 局 費 11,367 △ 4,757 6,610 職員旅費の減

合　計 74,500 △ 12,564 61,936

令和２年度収支補正予算（会長専決処分）

　第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会滋賀県開催準備委
員会会則第15条第１項の規定に基づき、次のとおり令和３年３月19日に専決処
分したことから、同条第２項の規定に基づき、承認を求める。
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○　収　入 （単位：円）

848,000 0 848,000 前年度繰越金

73,652,000 △ 12,564,000 61,088,000 滋賀県負担金

0 0 0

74,500,000 △ 12,564,000 61,936,000

○　支　出 （単位：円）

 1 事業費 63,133,000 △ 7,807,000 55,326,000

 (1)会議開催運営費 4,762,000 △ 3,613,000 1,149,000

 (2)中央競技団体
　　正規視察費

618,000 △ 502,000 116,000

 (3)広報・募金活動
　　推進費

26,213,000 24,095,000 50,308,000
バスラッピング、広報関係物品作
成経費等

 (4)競技役員養成費 15,645,000 △ 13,495,000 2,150,000

 (5)障スポ準備および
調査費

15,895,000 △ 14,292,000 1,603,000

 2 事務局費 11,367,000 △ 4,757,000 6,610,000

 (1)人件費 5,108,000 191,000 5,299,000 会計年度任用職員

 (2)事務局員旅費 5,977,000 △ 5,177,000 800,000
市町・競技団体との連絡調整、
大会視察等

 (3)事務局運営費 282,000 229,000 511,000 事務用品購入費等

74,500,000 △ 12,564,000 61,936,000

令和２年度収支補正予算内訳

予算科目名

 1 繰越金

 2 負担金

 3 諸収入

補正後予算額

（C＝A＋B）
摘　要

摘　要
補正後予算額

（C＝A＋B）

補正増減額

（B)

当初予算額

（A)

当初予算額

（A)

補正増減額

（B)

計

計

予算科目名



１　収入の部
（単位：円）

繰越金 848,000 0 848,000 848,521 521

負担金 73,652,000 △ 12,564,000 61,088,000 61,088,000 0

諸収入 0 0 0 18,211 18,211

計 74,500,000 △ 12,564,000 61,936,000 61,954,732 18,732

２　支出の部
（単位：円）

事業費 63,133,000 △ 7,807,000 55,326,000 53,339,745 1,986,255

事務局費 11,367,000 △ 4,757,000 6,610,000 6,578,949 31,051

計 74,500,000 △ 12,564,000 61,936,000 59,918,694 2,017,306

収入済額　61,954,732円　－　支出済額　59,918,694円　＝　収支差額（次年度繰越額）　2,036,038円

令和２年度　収支決算（案）

予算科目名
当初予算額

（A)

補正増減額

（B)

補正後予算額

（C＝A＋B）

収入済額

（D)

差　額

（E＝D－C）
摘　要

（令和２年４月１日～令和３年３月31日）

摘　要予算科目名
当初予算額

（A)

補正増減額

（B)

補正後予算額

（C＝A＋B）

支出済額

（D)

差　額

（E＝C－D）
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○　収　入 （単位：円）

848,000 0 848,000 848,521 521 前年度繰越金

73,652,000 △ 12,564,000 61,088,000 61,088,000 0 滋賀県負担金

0 0 0 18,211 18,211 預金利息等

74,500,000 △ 12,564,000 61,936,000 61,954,732 18,732

○　支　出 （単位：円）

 1 事業費 63,133,000 △ 7,807,000 55,326,000 53,339,745 1,986,255

 (1)会議開催運営費 4,762,000 △ 3,613,000 1,149,000 831,352 317,648
総会・常任委員会、専門
委員会、特別委員会

 (2)中央競技団体
　　正規視察費

618,000 △ 502,000 116,000 113,620 2,380

 (3)広報・募金活動
　　推進費

26,213,000 24,095,000 50,308,000 50,074,096 233,904
バスラッピング、広報関係
物品作成経費等

 (4)競技役員養成費 15,645,000 △ 13,495,000 2,150,000 718,579 1,431,421

 (5)障スポ準備および
　　調査費

15,895,000 △ 14,292,000 1,603,000 1,602,098 902

 2 事務局費 11,367,000 △ 4,757,000 6,610,000 6,578,949 31,051

 (1)人件費 5,108,000 191,000 5,299,000 5,303,140 △ 4,140 会計年度任用職員

 (2)事務局員旅費 5,977,000 △ 5,177,000 800,000 523,640 276,360
市町・競技団体との連絡
調整等

 (3)事務局運営費 282,000 229,000 511,000 752,169 △ 241,169 事務用品購入費等

74,500,000 △ 12,564,000 61,936,000 59,918,694 2,017,306計

計

予算科目名

収入済額　61,954,732円　－　支出済額　59,918,694円　＝　収支差額（次年度繰越額）　2,036,038円

令和２年度　収支決算内訳

予算科目名

 1 繰越金

 2 負担金

 3 諸収入

補正後予算額

（C＝A＋B）

支出済額

（D)

差　額

（E＝C－D）
摘　要

摘　要
差　額

（E＝D－C）

収入済額

（D)

補正後予算額

（C＝A＋B）

補正増減額

（B)

当初予算額

（A)

当初予算額

（A)

補正増減額

（B)





 
令和３年度事業計画（案） 

 

１ 主な事業概要 

（１） 各種基本方針および計画等の策定 

○第10回常任委員会で決定する事項 

・国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会会期（総務企画専門委員会） 

・式典基本構想（式典・会場専門委員会） 

・国民スポーツ大会競技施設整備計画（第３次）（総務企画専門委員会） 

・国民スポーツ大会正式競技会場地市町第八次内定（総務企画専門委員会） 

・国民スポーツ大会正式競技開催予定施設変更（総務企画専門委員会） 

     

○第11回常任委員会で決定予定の事項 

・国民スポーツ大会正式競技会場地市町第九次内定（総務企画専門委員会） 

・国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツ実施競技選択および会場  

地市町第三次内定（総務企画専門委員会） 

・国民スポーツ大会競技施設整備計画（第４次）（総務企画専門委員会） 

・全国障害者スポーツ大会オープン競技実施競技選択および会場地市町第二 

次内定（総務企画専門委員会） 

・選手団サポートボランティア養成基本方針（全国障害者スポーツ大会専門 

委員会） 

・警備・消防防災基本計画（警備・消防専門委員会） 

 

（２） 会場地の選定 

 市町および競技団体間の調整を継続し、競技会場地の早期決定に努める。 

・国民スポーツ大会正式競技の第八次および第九次内定に向けた調整 

・国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツの選定 

・全国障害者スポーツ大会オープン競技の選定 

 

（３） 競技運営 

・競技役員等養成・編成事業  

「競技役員等養成基本計画」に基づき、両大会の審判員等の資格が必要な

競技役員等の養成事業および先催大会の視察、障害者スポーツの理解を深

める研修会に対して支援を継続する。 

また、国民スポーツ大会「競技役員等第二次編成調査」を実施し、競技役
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員等の編成に向けた検討を行う。 

・競技用具整備の検討 

     「競技用具整備基本方針」および「競技用具整備要項」に基づき、「競技

用具整備計画（第２次）調査（練習会場を含む）」を実施し、競技用具整

備に向けた検討を行う。 

・国民スポーツ大会競技別会期の決定に向けた検討を行う。 

・国民スポーツ大会競技別リハーサル大会の選定に向けた検討を行う。 

・国民スポーツ大会の各競技会に必要となる練習会場の選定に向けた検討 

を行う。 

 

（４） 広報・県民運動の推進 

 各種イベントで啓発を行うことをはじめ、広報物品、メディア、屋外広告な

ど、両大会マスコットキャラクター・愛称・スローガンを活用した様々な広報

啓発活動を展開するとともに、イメージソングの普及に着手し、両大会の認知

度向上・機運醸成に努める。 

・イベント来場者への啓発活動 

・駅階段広告などの屋外広告 

・大会広報誌、啓発グッズの作製 

・大会専用ホームページ、ＳＮＳの随時更新等 

・イメージソングの普及 

 

（５） 宿泊・衛生対策の推進 

宿泊業務については、「宿泊基礎調査」、「転用施設調査」等の調査結果を

もとに、会場地市町と連携して第１次仮配宿を実施し、各市町の宿泊施設の状

況を把握するとともに、各市町へのヒアリングを行い、課題等を抽出し、「宿

泊施設充足対策要項」を策定する。 

また、医事・衛生業務について、「医療救護要項」、「防疫対策要項」、「食

品衛生対策要項」および「環境衛生対策要項」を策定する。 

 

（６） 輸送・交通対策の推進 

今年度実施予定の「輸送交通総合調査」等の結果をもとに、「開・閉会式輸

送基本計画」の策定に向けた検討を行う。 

 

（７） 式典・会場対策の推進 

  両大会の開・閉会式をはじめとした式典全体の共通指針となる「式典基本構



想」を策定する。 

また、選手等の負担軽減や簡素効率化を念頭に、式典時間の短縮や演出方法

などの検討を行う。 

  

（８） 警備・消防対策の推進 

両大会における警備・消防防災対策の円滑な推進のため、「警備・消防防災

基本計画」の策定に向けた検討を行う。 

 

（９） 全国障害者スポーツ大会の特有の準備 

・全国障害者スポーツ大会の「選手団サポートボランティア養成基本方針」 

 の策定に向けた検討を行う。 

・手話・要約筆記ボランティアの養成事業を行う。 

    ・全国障害者スポーツ大会における審判員等の必要な競技役員について、競 

技運営主管団体が実施する養成事業に対して支援を継続する。 

・会場設営の準備のため、バリアフリー調査を実施する。 

 

（10）子ども・若者による調査研究活動 

 子どもや若者の柔軟な視点や発想を活かし、大会開催はもとより、広く県

のスポーツ推進に関する課題等について調査研究を行う。 

・「子ども・若者参画特別委員会（通称：ジュニア・ユースチーム）」によ 

る活動 

 

（11）募金・協賛の推進 

募金については、引き続きイベント等での募金活動や企業・団体等への寄附依頼

を行うほか、大会マスコットキャラクターを用いた寄附付商品販売や寄附グッズの

製作、寄附募集の周知に向けた情報発信等の取組を進める。また、企業協賛制度の

構築に向けた検討を行う。 

<募金活動の取組例＞ 

・ 街頭やイベントでの募金活動の実施 

・ 募金箱募金の実施 

・ 寄附付商品販売の実施 

・ 企業・団体への訪問等による寄附依頼 

・ 寄附者に対する謝意表明の実施（感謝状贈呈等） 

・ ＨＰ、ＳＮＳ、インターネット広告等による寄附募集の周知 

 



２ 会議の開催 

（１）総会 

   第９回総会 

    日時：令和３年８月３日（火）14:30～16:30 

    場所：大津プリンスホテル２階「コンベンションホール淡海」 

 

（２）常任委員会 

   ①第10回常任委員会 

    日時：令和３年８月３日（火）13:30～14:15 

    場所：大津プリンスホテル２階「コンベンションホール淡海」 

   ②第11回常任委員会 

    年度内に開催 

 

（３）専門委員会 

 ①総務企画専門委員会（２回程度開催） 

   ②競技運営専門委員会（２回程度開催） 

   ③広報・県民運動専門委員会（１回程度開催） 

   ④全国障害者スポーツ大会専門委員会（１回程度開催） 

⑤宿泊・衛生専門委員会（１回程度開催） 

   ⑥輸送・交通専門委員会（１回程度開催） 

   ⑦式典・会場専門委員会（２回程度開催） 

   ⑧警備・消防専門委員会（１回程度開催） 

 

（４）特別委員会 

 ①子ども・若者参画特別委員会（９回程度開催） 

 ②募金・協賛推進特別委員会（１回程度開催） 

 

３ その他 

（１） 市町・競技団体に対する調査・照会、連絡調整、助言 

 

（２） 先催県の開催準備状況調査 

 

（３）大規模仮設等、効率的な会場設営に関する連絡調整 



１　収入の部
（単位：千円）

科　目 暫定予算額 摘　　要

負 担 金 36,805 滋賀県負担金

合　計 36,805

２　支出の部
（単位：千円）

科　目 暫定予算額 摘　　要

事 業 費 30,060
総会等の開催経費、
競技役員養成費等

事務局費 6,745
会計年度任用職員経費、
職員旅費等

合　計 36,805

令和３年度暫定収支予算（会長専決処分）

　第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会滋賀県開
催準備委員会会則第15条第１項の規定に基づき、次のとおり令和３年
３月26日に専決処分したことから、同条第２項の規定に基づき、承認
を求める。

第９回総会 第６号議案



１　収入の部
（単位：千円）

摘　　要

令和２年度 令和３年度

繰 越 金 848 2,036 前年度繰越金

負 担 金 73,652 71,708 滋賀県負担金

合　計 74,500 73,744

２　支出の部 　
（単位：千円）

摘　　要

令和２年度 令和３年度

事 業 費 63,133 61,290
　総会等の開催経費、
　競技役員養成費等

事務局費 11,367 12,454
　会計年度任用職員
　経費、職員旅費等

合　計 74,500 73,744

令和３年度収支予算（案）

（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

科　目

予 算 額

科　目

予 算 額

第９回総会 第７号議案



１　収入の部 （単位：千円）

令和２年度 令和３年度

848 2,036 　前年度繰越金

73,652 71,708 　滋賀県負担金

74,500 73,744

２　支出の部 （単位：千円）

令和２年度 令和３年度

 　1 事業費 63,133 61,290

 (1)会議開催運営費 4,762 5,646 　総会・常任委員会等の開催経費

 (2)中央競技団体正規
  　視察費

618 195

 (3)広報費 22,910 22,900
　マスコット着ぐるみクリーニング、広報掲
　出物品作成費、イメージソング・ダンス活
　用、広報ボランティア募集・運営費等

 (4)競技役員養成費 15,645 14,188

（5）ボランティア養
　　成費

2,700 2,844

 (6)（障スポ）資格
　　審査員養成費

0 271

 (7)調査・委託費 13,195 12,747
　競技会場仮設設備調査委託、輸送・交通総
　合調査、障スポ会場バリアフリー調査

 (8)募金活動推進費 3,303 2,499
　募金箱、寄附返礼グッズ等作成費、
　パンフレット、謝意表明費用

 　2 事務局費 11,367 12,454

 (1)人件費 5,108 5,823 　会計年度任用職員

 (2)事務局員旅費 5,977 6,032
　国や市町、競技団体との連絡調整、
　大会視察等

 (3)事務局運営費 282 599 　事務用品購入費等

74,500 73,744

科目

負担金

摘　要

摘　要

令和３年度　収支予算内訳

繰越金

計

計

科目
予算額

予算額


